課題（レポート）

英語の授業では4技能を伸ばすと同時に、英語圏の文化の理解に努める必要があります。そして、皆さんは大人として他人とは違う自分のオリジナルの意見を自分の言葉で表現できなければなりません。ということで、岩波文庫の『ギャスケル短篇集』を書店（amazon.co.jpの古書も可）で買って、2,000字以上のレポートを書いてもらいます。この短篇集は私が訳したもので定価700円ですが、英語の高い教科書を買わない代わりに、これを買って読んでいただきたいと思います。この短篇集には8つの作品がありますが、その幾つかを読んで自分が今考えている問題とからめて議論を展開してください。レポートの題目は「「○○○○」と現代社会における××××」です。○○○○には短篇のタイトルが、××××には皆さんが考えている問題が入ります。問題は戦争、平和、犯罪、家族、教育、その他なんでも結構です。「現代社会」は「現代日本」でもいいです。短篇の解説や参考書を読むのは構いませんが、絶対に無断借用しないように。した場合は試験がよくても、カンニング扱いとなって不可の成績となります。とにかく、自分独自の考えを披瀝することが重要です。レポートでは自分の意見を展開させるために、あるいはそれを実証するために、短篇小説からの引用文を入れる必要があります。「○○○○」で「・・・・・・・」(p.***) と述べられているように、といった具合に引用したページを明記して、レポートに10％前後の引用文を入れてください。(p.***) が入っていませんが、私が書いた論文が http://www.lang.nagoya-u.ac.jp/~matsuoka/EG-Love.html
にあります。しかし、皆さんが書くのは論文ではなく、あくまでもギャスケルの短篇を使って、自分が日頃考えていること（特に周囲の人とは少し違った意見）を表現するためのレポートです。

レポートの締切は試験終了1週間後の午後5時です。以下のメアド（両方）に添付ファイルで送ってください。提出後3日たっても返事がなければ、052-789-4864に確認の電話をしてください。

matsuoka＠lang.nagoya-u.ac.jp
mitsu.matsuoka＠gmail.com

ＰＳ
『ギャスケル短篇集』が手に入らない時は、岩波文庫から出ている英語圏の作家の短篇集であれば、どれでも可能です。名古屋大学中央図書館や鶴舞図書館や生協書籍部の岩波文庫のコーナーで選んでも構いません。
